
資  料  1

都道府県からのヒアリング結果の概要

○ 各都道府県の看護職員需給見通 しについて、本年 8月 か ら9月 にかけて全部道府県

の担当者か ら、調査の方法等について医政局看護課においてヒア リングを行つたが、

その結果は以下のとお りである。

(1)調査の方法について

* 調査票の回収率については、策定方針において全数調査を基本とするとされた施

設 (病院、有床診療所、介護老人保健施設、訪間看護ステーション、助産所、介護

老人福祉施設、看護師等学校養成所、保健所、市町村、その他行政機関)で は、

731 7%の 回収率であった (都道府県別でみると、最高は 99.7%、 最低は

52.80/o)。

* 上記以外の施設の うち、無床診療所については、多くの都道府県において全数調

査又は抽出調査 を行つていた。介護保険関係施設 (全数調査対象施設を除 く。)、 地

域包括支援センター、社会福祉施設、事業所 (行政機関を除 く。)、 研究機関等につ

いては、「業務従事者届」、「介護サー ビス施設 口事業所調査」 といった既存統計資

料の活用のほか、各都道府県の担当部局で独 自に把握 している数値を使用 している

ところもあつた。

* 各都道府県における独 自の調査項 目については、一部の都道府県において、第六

次看護職員需給見通 し策定のための都道府県調査の質問項目であつたが、今次の都

道府県調査の標準的な調査票に入れなかったものについて、引き続 き聞 くこととし

たところがあつた。

しか しながら、当該調査項目に対する回答結果は、需給見通 しの推計に直接使用

されるものではなく、確保対策検討の参考となる資料という位置付けであった。

* 都道府県における需給見通 しの検討に当たっては、既存の審議会等の活用も含め、

全都道府県において、関係団体、有識者、住民代表等からなる検討の場が設置され

ていた。
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(2)需要数の推計について

* 病院の需要数の推計については、多 くの都道府県においては、全数調査対象施設

であることから、病院か らの回答を集計 したものを回答率を勘案 して病院全体の需

要数を計上 していた。

* 診療所の需要数の推計については、概ね以下のとお りであつた。

有床診療所については、全数調査対象施設であることから、診療所か らの回答を

集計 したものを基に回答率を勘案 した推定を行い、さらに有床診療所が減少傾向に

あることか ら、過去の施設数の推移を勘案 して需要数を計上 していた。

他方、無床診療所については、抽出調査対象施設であることか ら、診療所からの

回答 を集計 したものを基に抽出率、回答率を勘案 した推計を行い、さらに無床診療

所が増加傾向にあることか ら、過去の施設数の推移を勘案 して需要数を計上 してい

た。

* 助産 F~Fに ついては、多 くの都道府県においては、金数調査対象施設であることか

ら、助産所からの回答を集計 したものを基に回答率を勘案 して助産所全体の需要数

を計上 していた。

* 訪問看護ステーションについては、多くの都道府県においては、全数調査対象施

設であることか ら、訪問看護ステー ションか らの回答を集計 したものを基に回答率

を勘案 して全体の需要数を計上 していたが、一部の都道府県におしヽては、訪問看護

ステー ションの整備目標が独自に立て られお り、これを勘案 した推計が行われてい

た。

* 介護保険施設については、介護療養型医療施設、介護老人保健施設、介護老人福

祉施設、居宅サー ビス (デイサー ビス、デイケア、ショー トステイ、グループホー

ム、ケアハウス、在宅介護支援センター等 )、 地域包括支援センターが含まれる。

この うち、介護療養型医療施設、介護老人保健施設、介護老人福祉施設について

は全数調査対象施設であることから、多くの都道府県においては、各施設からの回

答を施設の種類 ごとに集計 したものを基に回答率を勘案 して全体の需要数を推計 じ

ていたが、一部の都道府県においては、介護老人保健施設、介護老人福祉施設の整

備 目標が独自に立てられており、これを勘案 した推計が行われていた。

介護療養型医療施設については、調査実施時点において、今後の具体的な取扱い

が必ず しも明確でなかつたこともあつて、平成 27年 まで介護保険施設で計上 した

都道府県と、病院、診療所に計上することとした都道府県があつた。
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その他の施設については、多くの都道府県においては、既存統計資料における推

移等を勘案 して計上 していた。

これ らの推計結果のとりまとめに当たっては、多くの都道府県において、今後の

サー ビス提供体制の見込み等に関 し、介護保険担当課から助言を受けていた。

* 社会福祉施設については、児童福祉施設、知的障害者援護施設、精神障害者社会

復帰施設、身体障害者更生援護施設、介護保険関係以外の居宅サー ビス (ディサー

ビス、デイケア、ショー トステイ、グループホーム等)が含まれる。

これ らの施設等については、多くの都道府県においては、既存統計資料における

推移等を勘案 して計上 していた。

推計結果のとりまとめに当たつては、多くの都道府県において、今後のサー ビス

提供体制の見込み等に関 し、社会福祉担当課から助言を受けていた。

* 看護師等学校養成所については、調査時点において予定されている看護師等学校

養成所の新設 コ廃止等の状況を踏まえて推計 されていた。

* 保健所 口市町村については、金数調査の対象となつていたが、定員管理とも関係

することか ら、現状維持で回答するところが多かつた。

* 事業所、研究機関等については、多くの都道府県においては、既存の統計資料に

おける推移等を勘案 して計上 していた。

(3)供給数の推計について

* 新卒就業者数の推計については、策定方針に則 り、現時点で予見 されている学校

養成所の新設、廃止等の予定、学生 口生徒の入卒状況、進学、就業動向を踏まえて

計上されていた。

今次需給見通 しの計画期間である平成 27年 までの間においては、入学者の減少

など少子化の影響については、考慮されていなかつた。

一部の都道府県において、就職ガイダンスによる政策効果として、県内就業率の

改善を見込んでいるところがあった。

* 再就業者数の推計については、実態調査及びナースバンク、職業安定所 (ハ ロー

ワーク)等 を通 じて把握 した再就業者数の現状を踏まえて計上されている。

ナースバ ンクについては、ハローワークと比較すると職業紹介まで至った件数は

少ないものの、丁寧な相談を実施できることか ら、ハ ローヮークと連携 した取組み

を進めることで効果を挙げることができると回答するところがあつた。
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多くの都道府県において、ナースバンク事業や再就業支援研修の強化等による政

策効果 として、再就業者数の増加が見込まれていた。

* 退職等による減少数については、退職の実績等を踏まえて推計 されている。

多くの都道府県において、新人看護職員研修事業や短時間正規雇用の導入支援事

業の強化等による政策効果として、退職等による減少数の改善が見込まれていた。

(4)看護職員確保対策について

* 看護職員確保対策については、都道府県として今後重点的に取 り組んで行 く施策

として、以下のようなものが挙げられた。

① 養成促進施策

看護師等養成F~fの 運営に対する補助をはじめ、県立大学養成F~Fの運営、修学資金

貸与事業の実施、看護体験・看護の日等の普及啓発の促進、就労ガイダンスの実施

② 定着促進施策

病院内保育所の3_3営 に対する施設整備に対する補助をはじめ、短時間正規雇用等

の看護職員の多様な勤務形態導入の支援や専門・認定看護師養成支援等の資質の向

上

③ 再就業支援施策

求人 口求職情報の提供や無料職業紹介などを行 うナースバンク事業に対する補助、

潜在看護師や潜在助産師等のための臨床実務研修に対する補助等

○ 厚生労 1動省において全国的な観点か らの整合性に向けた調整を行つた都道府県別の

第七次看護職員需給見通 しは、別添 1、 2の とおりである。
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第七次看護職員需給見通し都道府県別
(別 添1)

(単位 :人 、常勤換算 )

区分
平成 23年 平成 27年
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(単位 :人 、実人員 )

区分
平成 23年 平成 27年

需要数 供給数 需要見通 じと供給見通 しの差 需要数 供給数 需要見通しと供給見通しの差
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参考 第七次看護職員需給見通し都道府県別

注 )四 捨五人のため、需要見通じと供給見通しの差が需要数―供給数と一致しない都道府県もある。



第七次看護職員需給見通し都道府県別 (再掲 助産師)

(別添 2)

(単位 i人 、常勤換算 )

区分
平成 23年 平成 27年

需要数 供給数 需要見通 じと供給見通 しの差 需要数  1 供給数 需要見通 しと供給見通 しの差
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34広 島県 (助 )

35山 口県 (助 )

36徳 島県 (助 )

37香 川県 (助 )
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39高知県 (助 )

40福 岡県 (助 )

41佐 賀県 (助 )

42長崎県 (助 )

43熊本県 (助 )

44大分県 (助 )

45宮崎県 (助 )

46鷹児島県 (り ),

47沖 縄県 (助 )
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注)四 捨五入のため、需要見通しと供給見通しの差が需要数―供給数と一致しない都道府県もある。



参考 第七次看護職員需給見通 し都道府県別 (再掲 助産師 )

(単位 :人 、実人員)

EXI分
平成 23年 平成 27年

需要数 供給数 需要見通 しと供給見通 しの差 需要数 供給数 需要見通 じと供給見通しの差
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47沖 縄県 (助 )
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注 )四 捨五人のため、需要見通しと供給見通しの差が需要数―供給数と一致しない都道府県もある。




